
養成調査試行事業 実施課程の教育内容  
臨床薬理学に関する科目  

目 的：  

救急患者の状珂こ対応した診察と診察技術を理解し、臨床推論によって診断につ   
なげる見方・考え方を修得する。  

目 標：  

1．臨床推論や批判箪笥考を理解し、重点的・選択的フィジカルアセスメント   

め考え方を修得できる。 

z．緊急度の高い急性病態の臨床推論と問題解決へのアプローチが理解できる。   

3．重症度の高い奉性病態の臨床推論と問題解決へのアプローチが理解できる。  

ヰ．救急プライマリケアゐ基本的羊鱒が理解できる∴  

内寧： ＼  

1・救亀琴断筆概革  

ヱ．察奉性¢商い急性病態  

㌢畢症虔の高い急性病態  

ヰ：救急プライマリケアゐ基本的手技  

50  

養成調査試行事業 実施課程の撃育内容  
臨床生理学に関する科目  

目 的：■  

医薬品を適正便  

目み祷：  

輔筆物の体内動鱒に基づ＜葉物相貫作用について説明できる  

Z）葉物体内鱒態に対する年齢亘憺差・巣養の影響を翠明できる  

3I葉物の副作用について理解する  

4）薫物の至準投与法について理解する  

5）薬物投与に関する関連法令にういて理解する  

内 容：  

・薬物の種類と精進  

・薬物の体内動静さ考づく賽物相互作用  

・ 

忘 k  

・潔急秦畠わ至遠投与暮と方法および副作用  

・∨救急外来で処汚され名主な薬品の至準投与暮、方法および副作用  



革成調垂試行事巣・寒晦諌穣の撃育内容  
その他の痩業科目（演習嚢習以外）  

玖  

重体鱒坤陽画頑轟鴎毎体反応 

について理離する。   

8♯ 
1・無急度の削†尋性病態の病態生理と卓の治  

療開始の判断がセきる。 
2・i症急性病態の生体防押機iあ破綻や優  
♯による生体長政そわ治療鵬の判断ができ  
る。  
3・救急プライマリ惣ナ瑚虔の恥、急性疾患の  
病せ生理寧その治ホ錦始の判断がやる。  

内容：  

1．緊急度の高い急性病態と治療  

寧・重症急性病撃と治凛ト  

3・救急プライマリケアで雛申抑l急性疾患  

画経きる知識壷修得  

目標：  

枇おける頻  

Z．、患者l諸こっている症状を臨床推縞し、  
診断評価瞑つな鱒疾病の理解かできる。   

内 容：  

1∴病鱒生理と臨床症状  

21心臓・血管ぬ動きと心音の評価  

j．血液学  
ヰ．水とt解賞  

5．がんの生物学  
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養成調査試行事業  実施課程の教育内容  養成調査試行事業  実施課程の教育内容  
演習科目   実習科白   

実施課程  救急診断学   
1単位  

医師三毛  
目的：救急愚書の治療の早期開始を確保するために、診断  

30時間  プロセスと治療を理解し実施につなげる  
目標： 
1・救急患者の診断プロセスが理解でき実践できる。  
Z．救急患者の診断プロセスに必要な囁床検査の実施の決定  
と評価ができる．  
3・救急患者め診断プロセスに必要な放射線検査の実施の決  
定と評価ができる。   

実施課程  救命救急処置   
1単位   

医師1名 

自助：救急患者の救命または重症化を防くための緊急度の   

30時間   高い救命救急処置・技術を修得する。  
目標：救命救急処魔の実施の決定と評価ができるも   

修了科目  医師ヰ各  

言  

（⊂N教育）  看護師19革  
11単位  

救急看護凝緬Ⅱ：  
Zヰ0時間   

外傷初期善雄  他  

救急書護技術Ⅱ：  

救急外来でのト岬サ  

実施課程  目的：救急患者の診断プロセスや主要徴侯を理解し、救命  l医師鳩  2単位  と重症化を防ぐための早期介入と安全で助確な救命救急処  ●描ヒニ＝う  直の実施につなげる能力を修得する。救急患害の治療の早  
期開始を確保するために、診断プロセスと治療を理解し夷  
施につなげる。  
目標：   

∈   
1．救急患者の診断プロセスが理解でき実践できる。  
2・救急希書の診断プロセスに必要な砲床検査の実施の決虚  
と評価ができる。  
i．救急念書の診断プロセスに必要な放射線検査の実施の決  
定と評価ができる。   

修了科目  1．あらゆる状況下で、対象に応じた迅速で確実な救命技  曹護師ヱ名 
（⊂N教育）  鱒・救愚書凛技術を実践できる。   
10単位   

臨床指導層  
之・救急医簾現場において、病裾に応じた迅速かつ的確な  （救急毒濱   

240時間   トリアージを奉践できる‘   守定書護師  
3・救急医♯現場にぉいて、悪者の病態を理解し、実在す  各施蓋知名以  
る問題のみならず」予測され寧闊棲も把握・判断して卵  
応変にケアを計画し、実践できる。   
4∴危機状況にある患者・家族の心理的問題を的確に把線  
し、支援できる。  
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本課程の指導体制  養成調査試行事業 実施課程  

養成課程の指導体制  

・救急医を中心に講義・演習・実習の実地指導と評価  

・担当学科看護教員は講義、・演習・実習の調整や総合的評価  

特定看護師（仮称）養成調査試行事業実行  

・特定看護師（仮称）養成調査 試行事業実施課程の実   
施・評価に関する検討  

・医師6名、看護教員等7名（外部教員i名含む）で構成  

◆ 全体会議 分野別会議  

57  

養成課程修了の評価 

裏書≡こ＝葦㌍二≡  

＝＝ ●●：‾謹＝  

・・・． 

特定看護師（仮称）養成調査試行事業実行委轟会   

外部委員を含めた会議で総合評価：80％以上を修了基準   
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